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春季雨量が水稲の生育に及ぼす影響と施肥窒素量について
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1 はじめに

水田土壊からの窒素供給の変動要因として,これまで

宮城県では春季雨量による土壊窒素発現量 (乾土効果)

を予測。する土壌窒素の発現からアプローチを行ってき

た。現在の官城県の作付け主要品種であるひとめばれと

ササニシキでは施肥反応性に差があるので,乾土効果が
水稲生育に及ぼす影響も品種によって異なっている。

そこで,県内水稲生育調査圃において平成 6年から16

年までの春季雨量と水稲生育との関係から,特に肥培管
理等で制御が可能な籾数を基準として春季雨量の影響を

検討した結果について報告する。

2 試験方法

(1)供試試料

1)供試圃場 県内水稲生育調査圃 (農家慣行栽培)
2)調査年次 平成 6年～16年
3)供試品種及び圃場数
ひとめばれ 19～ 25ヵ所×11年 (244点 )

ササニシキ 12～ 29ヵ所×H年 (197点 )
(2)気象データ

県内水稲生育調査回の降水量は, AMeDAS 15地点 (気

仙沼,川渡,築館,米山,志津川,古川,大衡,鹿島台,
石巻,塩釜,仙台,川崎,自石,亘理,丸森)の平均値
を用い,気温と日照時間は古川を代表地点として用いた。

3 試験結果及び考察

(1)春季雨量と収量構成要素との関係

乾土効果の予測方法として耕起後の無降雨日数
のなど

があるが,宮城県では春季雨量として3 4月 の合計降
水量が乾土効果による土壊窒素発現量と相関が高く,雨
量が少ないと乾土効果発現量が多くなることが報告

。さ

れている。そこで,本報でも3・ 4月の降水量を用いて
水稲生育への影響を検討した。

水稲生育調査固全体の収量構成要素と春季雨量との相

関表を表 1に示した。ササニシキ,ひとめばれともに,
雨量が少ないと収量構成要素の中で籾数のみが有意な水

準で増える傾向にあった。乾土効果による土壊窒素は生

育初期に影響するとされ,茎数や最高分げつ数に影響し
穂数との相関が高くなるとみられたが,穂数や 1穂籾数
よりもそれらを掛け合わせた全籾数に対して明確な差が

みられた。

籾数と雨量の関係をさらにみるため,生育調査圃の県
内全体の平均籾数と岨eDAS 15地点の平均降水量を図 1

に示した。ひとめばれ,ササニシキとも雨量が少なけれ
ば籾数が増加する傾向にあるものの,ひとめばれでは
100mm以下,ササニシキでは 150mm以下になると籾数が
急増する違いがみられた。これは,ひとめばれの方が基

肥窒素量を多く必要とする施肥反応性に違いがあるため,

この様な差が生じていると考えられた。

(2)籾数に影響を及ぼす要因について

籾数に影響する要因として,春先の雨量以外に5～ 7
月の気象要因も関与していると考えられる。そこで,

3・ 4月 の雨量と5～ 7月 の気温, 日照時間を組み合わ

せた相関表から最も籾数推定に当てはまりが良い変数を

選択した結果,ひとめばれでは7月 の日照時間が,ササ
ニシキでは5月 の日照時間と6 7月 の気温が影響して
いることがわかった。これら変数による籾数推定の重回

帰式を図2に示した。さらに,各変数間の中でどれが籾
数への貢献度が高いかを標準偏回帰係数から求めると,

両品種とも降水量が最も影響度が大きかつた (標準偏回

帰係数ひとめばれ-053,ササニシキー083)。 二番目
に籾数増加に対して影響度が大きかったのは,ひとめぽ
れでは7月 の日照時間 (標準偏回帰係数045), ササニ
シキでは7月 の気温 (標準偏回帰係数044)であった。
(3)春季雨量と施肥窒素量について

図3に示した基肥窒素施用量と籾数の関係をみると,

ひとめばれではご当たり施用窒素 lgで 1500粒,ササニ
シキでは2200粒の籾数が増加している。たとえば, 3・

4月の降水量が80mnの場合,図 1に示したようにひとめ
ばれでは平均降水量 160mm時よりぶ当たり3500粒,ササ
ニシキでは4000粒程度の籾数が増加している。その籾数

増加分を図 3の窒素量と籾数の割合から換算すると,約
2E/五相当の施肥窒素量が乾土効果によって土壌から通

常より多く供給されていることになる。

平年降水量より雨量が少ない場合は,乾土効果による
窒素供給量を基肥で減肥すれば良いことになるが,籾数
に影響する5～ 7月 の気象状況を春先の時点で予測する

のが難しいので,基肥量の影響と品種の施肥反応性とを
考慮し基肥窒素の減肥基準を表 2に作成した。

4 まとめ

3・ 4月 の雨量が,ひとめばれでは 100mm以下,ササ
ニシキでは 150mm以下になるとだ当たり籾数が増える傾

向にあった。また,80mmの場合,施肥窒素量に換算して
約 2ξミ 相当が通常より多く乾土効果によって土壊から
供給されることから,平年降水量より雨量が少ない場合
の基肥窒素の減肥基準を作成した。
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表 1 水稲生育調査固における3・ 4月降水量と
収量構成要素との相関関係
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図 1 ポ当たり籾数に及ぼす 3・ 4月 の降水量の影響
(平成 6年～16年 )
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図3 基肥窒素施用量と籾数の関係
基肥全層施肥,追月巴なし
ササニシキ :平成 3,4年 (名取官農セ)

ひとめばれ :平成13年～16年 (古川農試)
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nf当たり籾数―推定値

図2 ピ当たり籾数の推定値と実測値
ひとめばれ籾数推定式 :重相関係数 :R=0.809
Y=0_15X l-0.■ X2+303
Xl=7月 積算日照時間 (hr)
X2=3・ 4月 降水量 (m)

ササニシキ籾数推定式 :重相関係数 :R=0.921
Y=5_6Xl+3.6X2+0.2X3-0.3X4+154
Xl=7月 平均気温 (°C)
X2=6月 平均気温 (°C)
X3=5月 積算日照時間 (hr)
X4=3・ 4月 降水量 (Bn)
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表2 雨量が少ない場合の基肥窒素の減肥量
(窒素成分量kg/10a)
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